
防 虫 和 学 耶 31 番1-ⅠⅠⅠ

Chem.ll,464(1963).

6) Hoegberg,E.J.andCassaday,I.T.:I.Am.

Chem.Soc.,73,557(1951).

7) Kosolapoff,G.M.:Orga〟o♪hos♪l10r〟SCOm･

♪oullds,JohnWiley&Sons.Inc.,NewYork,

213pp(1950).

8) Plapp,F.W.and Casida,J.E.:Anatyt.

Chem..30.1622(1958).

9) Santi,R.andGiacomelli.R.:I.Agr.Food

Chem..10,257(1962).

10) Spencer,E.Y.Todd.A.R.andWebb.R.F.:

J.Chcm.Sos.2968pp(1958).

ll) Uchida,T.,Dauterman,W.C.andO'Brien.

R.D.:I.Agr.FoodChem..12,48(1964).

InMbitionofDevelopmentofthetlouseFITbySynergi8tB.AkifumiHAYASt7Ⅰ(Laboratoryof

AppliedEntomology,TaishoPharmaceuticalCo,Ltd.Toshima･ku.Tokyo)ReceivedJuly18.

1966.Botyu-Kagaku31.135,1966.(withEnglishSummary,136)

19. 協力剤 によるイエバエの発育抑制作用について (林晃史 大正製薬株式会社 豊島区 東京)

41.7.18受理

政和協力剤のイエバェに対する発ff抑制効果を検定した結乳 sulfoxideとsafroxanは,0.03%

及び0.06%の沸庇で,苅い抑制劾狐のある即が認められた.また,allethrinに対して優れた協力効

果を示すS-421が,methylendioxyphenyl誠をもたないにもかかわらず.0.25%の氾皮で市い効果

を示す邪は邦味だ糾､,しかし,p.butoxideは,0.25% 以下では発Ilf抑制効果が認められなかった.

またHJ所此用法の緋札 safroxan0.5,%,0.25%や salfoxide0.5,%.0.25,% 区で,羽化阻1Ilr効米の

ある可tを知った.

Mitlinetat.(1955)2)(1956)3)によって,pyrethroid

の協力剤であるpiperonylbutoxideや.他のmethy･

lenedioxyphenyl化合物が,イエバエの発ffを放く抑

制する郡が報告された.又,酒井 (1960)1)も,slow

downchemicalとしての作用 で将来の研兜課超であ

る郡を指摘している.著者は,協力剤の作17]機作を知

る一つの試みとして,本実験を行ない,知見を柑たの

で和Lbする.

本文に入るに際し,'Itlrl,々 御指導をいただいている名

古屋大学E3学部弥-:†-lq三教挽 tll,:ぴに講雌門火助教授

に厚く御礼巾し上げる.又.発出を抑快諾くだされた

当社の上脚肘に 別托良.研兜郊LllI]rfトー郎hMI.及び

火映に協力された廿日山正gl研兜川 こ礼法を誠する.

実験材料及び方法

(1) Llと.TJ:浅§刑 火映に用いた脱力剤は,sulfoxide,

safroxan.S1421,n-propylisom 及び piperonyl

butoxideの5和別で,いずれもテクニカルグレー ドの

Table1.Effectofseveralsynergistsonthedevelopmentofthehousefly.

tested (Meandays) pupation emergence
Materialandcon°.(%)

Pjperonylbutoxide**

Sulfoxide★

1.00
0.50
0.25
0.125

0.25
0.125
0.06
0.03

〟-propylisome● 0.25
0.125
0.06

Safroxan● 0.125
0.06

Fao,･vae Larvalperiod Percent Percent

20
20
20
20

釦
80
約
8

1
1
1
1

1
1
1
1
180
180
180

180
180

S-421● 0.25 180
0.125 180

Untreated● 180

0
0
0
0

0
3
3
3

4
0
8

5
1

3
8

8
8
8
8

9
8
8
8

8
8
7

8
8

0
8
1

+Ninereplications ++Sixreplications

7
7
0
6

6

1
6

1
9
4

6
0

4
1

11
51
軸
86

0
.0
1
.5
.
31
.58
.69
.
0
.5
.
4
.4
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ものを用いた.

(2) 供試昆虫 供試虫は当研究室で累代飼育中のイ

エバエ MuscadomesticavicinaMacq.高槻系であ

る.実験には26土2oCの条件で飼育された貯化後48時

間目の若令幼虫を用いた.

(3) 実験方法

飼料混合法 ;実験は,林ら(1966)1)の報告した方法

で,tEi径 8.OcmX高さ6.0cmの失敗動物飼育用固型

飼料 (オリエンタル酵母(株)会社製)を 50g,禾ぬか

20gを入れた容器に,所定濃度に稀釈した薬剤 60mL

を加えて培地となす方法に従った. これに供試由を接

種し,27oCの飼育室で飼育し,幼虫期間,当初からの

痢化及び羽化数について観察を行なった.

局所施用法 ;エーテルで軽く麻酔した終令幼虫の背

面中央部にアセトンで稀釈した薬紋0.6FLLをマイクロ

サイ.)ンジにより施用した.観察は蛸化数と羽化数に

ついて行なった.

実験結果及び考察

飼料混合法による実験の結卿 ま,節1表に記叔した

如くである.幼虫期閲についてみれば,S-421の0.25

,%処FJl区をのぞいて,いずれも無処理区と同様,8日

問であって,発育抑制作用は認められなかった. しか

し,発fi'抑制作用を羽化率をめやすとして判定するな

らば sulfoxide.safroxan.S-421では顕著な蛸化率及

び羽化率の低下が認められ,効果的なものといえる.

n-propylisome及びpiperonylbutoxideは高浪皮に

於いてのみ,如化乳 羽化率の低下が認められた.

Table2.Effectofseveralsynergistsagainst
thehouseflylarvaebytopicalapplication.

Materialand No･

C｡nc.(%) ltaers;eade 琵;act?.ni epAre,cgeenntce

Piperonyl 1.00 60
butoxide 0.50 60

0.25 60
0.125 60

98.3 76.6
100.0 86.6
93.3 79.9
100.0 89.9

0
0
0

5
5
5

1
1
1

0
5
0

5
7
4

1
0
0

124S 100.0 57.9
100.0 79.9
100.0 81.9

Sulfoxide 0.50 90
0.25 90
0.125 90
0.06 90

83.3 41.1
96.7 49.9
100.0 74.4
98.9 88.8

Safroxan 0.50 90 34.4 4.4
0.25 90 58.8 6.6
0.125 90 100.0 59.9
0.06 90 100.0 75.5
0.03 90 100.0 82.1

Aceton 90 100.0
Threereplications
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Salfoxideが投も嫡化及び羽化率を低下させる事は,

MitlinetaL.(1956)3)が,CSMA培地でイエバエを

用いて行なった結果,舶化が認められなかったと同じ

傾向である. しかし,本実験に於いては p.butoxide

の作用は,Mitlin(1955)2,3)の結果と異なり微55であ

った.なJJL,Safroxan及び S-421が効果的である事

は,今後の研究課題として興味ある事実である.また,

終合幼虫に対するこれら協力剤の効恥を,局所施用法

で検討した結果は,第2表に記載する如くである.

この結果,safroxan,sulfoxideは,高い阻告効果

が観察され,高濃度では接触むとして働くglと,後作

用の大きい薬剤である事を知った.p.butoxideは,飼

料混合法の結果と同様に,砧作用は認められなかった.

又,S1421もイエバエ終令幼虫に対し,抜触iほとして

働かない--g3がわかった.

これらの弓iより,協力剤はイエバエ終令幼虫に対し,

ある程度食むとしての作用をもつものと考えた.また,

3,4-methylenedioxypbenyl化合物のみでなく.S-421

についても,発育抑制作用のあるfifよりみて,抑制剤

の多くは,よいsynagistsであるとGersdorffgf〃J.

(1948)の述べている串を配に吟味する意義のある3ifを

示唆するものといえる.
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Summary

Effectsofseveralpyrethrinsynergistswere
testedonthedevelopmentofthehouseflyMusca
domesticavfcfnaMacq.Twocompounds.sulfoxide

andsafroxan,amongfivecompoundstestedshowed
theinhibitionofthedevelopment,whenthese

synergistswereaddedtoculturemedium atthe
concentrationof0.03percentand0.06percent.
Piperonylbutoxideshowednoeffectat0.25per
cent.

Whensulfoxideandsafroxanweretopically
applied to thelastimstarlarvae,percentage
pupationandadultemergenceweredecreased.
ItseemsthatthesetwosynergiStsshowlatent
toxicitytothehousefly.


